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【序章】 

日本において、野球部という組織は扱いが良いことが

多いように感じる。特に、高校の野球部となると学生ス

ポーツの中で最もメディアへの露出度が高いといえる。

これは、自分自身が野球部に在籍して強く感じたことで

もある。その一方で、高校球児は高校三年間、しかも２

４時間３６５日、母校と郷土の期待を背負い規律正しい

行動が課されており、さらにはただ勝てば良いというの

ではなく、「高校生らしく、正々堂々、はつらつ」とプレ

ーすることが求められている。今聞けば「高校生らしさ」

という言葉は非常に曖昧に感じるが、当時は何となくで

はあるものの高校球児としてあるべき姿を追い求めてい

たように感じる。おそらく、幼いころからテレビを通じ

て高校野球に触れ、甲子園球場と甲子園球児に憧れを抱

いていたことで、疑問を持つことがなかったのではない

かと考えている。「なぜ高校野球は他の学生スポーツより

も特別な扱いを受けるのか」という疑問を抱き、卒業論

文のテーマにすることにした。夏の選手権大会を主な材

料として考察していくことで高校野球の文化を理解し、

そこから今後の課題を探っていきたいと考えている。 

【第一章 高校野球全国大会の始まり】 

 この章では、第一回全国中等学校（現在の高等学校）

優勝野球大会以前に焦点を当てていく。第一回大会にて、

副審判長の平岡寅之助が、「徳義を重んずる勇者の試合に

は必ず附随すべき礼儀なりと信じて制定せし次第なり。

その他のすべての試合規則も現在あるところのものは元

来米国のプロフェッショナルチームに適応せしむるがご

とく作られたるものなれば、直ちにとって以って第一国

情を異にし、競技場の設備を異にし、かつ試合の性質、

ならびに技術をも異にする我国の野球試合に適応するに

不当なりと信じたるが故に…（以下略）」と述べているよ

うに、教育的意義が開催における大きな要因となった。

そのような結論に至った経緯を、大会以前の全国の旧制

中学野球界の事情や、朝日新聞社が１９１１（明治４４）

年に紙面で展開した「野球害毒論」に触れることで明ら

かにしていきたいと考えている。 

【第二章 朝日新聞の記事から見る高校野球界の変遷】 

 約９０年にも及ぶ大会の歴史と変遷を、大きく戦前と

戦後に分けることで変化を見つける。夏の選手権大会の

主催である朝日新聞社の記事から、戦前と戦後、現在で

異なる点はあるのか、また、時代ごとに高校球児たちに

求められる「高校生らしさ」というものがどのように変

化してきたかを考察する。なお、戦前は１９１５～１９

４５年の３０年間とし、戦後は下一桁が「０」の年（１

９５０年、１９６０年～）に絞り記事を調べることとし

た。 

【第三章 高校野球の文化】 

 １世紀にも及ぶ高校野球の歴史はあらゆる文化を生み、

現在も守られているものが多く存在する。選手、監督は

もちろん、彼らを取り巻く高校野球ファンや地元の人々

も、それぞれに「高校野球観」を持ち、選手たちに強く

求めている。この章では、高校野球の文化、選手と社会

との関係について述べていきたいと考えている。 

【第四章 高校野球とマス・メディア】 

 甲子園大会は、春・夏ともに全ての試合がテレビ中継

され、翌日の紙面を賑わせている。今日の高校野球があ

るのにメディアの力が起因しているのは言うまでもない。

夏の選手権大会の主催である朝日新聞社が、どのような

目的から高校野球の全国大会を催したのか、その意図を

探っていく。 

【結章】 

 論文全体のまとめを述べる。また、高校野球界の今後

の課題について「選手」、「高校野球ファン」、「マス・メ

ディア」のそれぞれの立場から考えていく。 


